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「勤勉」 とい うメ ンタ リテ ィにっ いて、 あ るいは 「がんば る」 とい う習性 につ いて、考 えて

みたい。 っま り、何 もしていない ことが ゼ ロで はな くて、 だ らしない、 なまけ ものといったマ

イナスの評価 を受 けるのはなぜか、 とい う問題 であ る。

これは、 ゼ ロが プ ラス、 マイナスの中間 にあ る水準線 であるとい う考えを と らず に
、何かを

している とい うこと(っ ま りはプラス)を 評価 の基準 とす る とい う考えを 自明の こととす るよ

うなある思考法を前提 と している。考えて みれば奇妙 な ことで はある。 ここで何かをす るとい

うのはたぶん、何かを一所懸命 にお こな うこと、何か に熱中す ること、何 かを ごく几 帳面 にお

こな うこと、それをあた りまえ とす るよ うな心性か らみ られて いる。 いいかえ ると、 ここで何

かをす るというの は何かを産みだす とい うことと等置 されてい るのであろ うが、在 る とい うこ

とと産むべ くあ るとい うこととが等 置され るとは、や はりどこか ビョーキのよ うに思 われてな

らない。

いちばんわか りよいの は、二宮尊徳 の例 であ ろう。 『報徳記』(富 田高慶記述)に 描かれ てい

るところによれば、尊徳 は幼少 の頃、芝刈 り、薪伐 り、縄 ない、 わ らじ作 りをす るか たわ ら、

っねに 『大学」 の暗唱 にっ とめたよ うで、 「歩 きなが ら大 きな声で読 み上 げ るので、 人 び とは

あや しん で、 あの子 は頭 がおか しいので はないか とい う人 もあった」 という。労働時間のみな

らず、余暇 を も効率的 に使 お うとい うだけな らまだいい。 ここでは余暇のみな らず、労働 時間

中に他 の ことをも しよ うとい うまで に、 自己へ の要求 はエスカ レー トしてい る。 「三 回 開発 し

なけれ ば真 の田畑 とは言 えない」 というの も、同 じ心性 に発す るものであろ う。

「勤勉」(industry)と い うことが、 おそ ら く強迫 的な メンタ リテ ィと して、 尊徳 にか ぎ ら

ず、わた したちの うちで一般 にはた らいて きたので あろう。勤勉、 そ して倹約、禁欲、忍従、

孝行、正 直、早起 き、 粗食……。

あるいはこれを、執 着気質、っ まりは感 情 の過度の緊張が持続 す る傾 向なる もの(た とえば

集 中性や強 い義務感、 徹底 性 など)に 帰 す るひともいる。 た とえば東 ア ジアの田ん ぼの風景、

隅か ら隅 まで田んぼを四角で区切 ってゆ く、 あの強迫 反復。 ここには水 田か らの広 さやそ こか

らの収穫量 を計算 す るための工 夫 ももちろんあ ろうが、 あの四角 の緻密 さをみて いると、 とて

もそれだ けの こととはお もわれない。過剰 な までの緻密 な反復、 そ こには緻密 さや規則性への

フェテ ィシズム的な感受性 が はた らきだ してい るよ うな気 が してな らない。

真空恐怖 とか真空嫌悪(horrorvacui)と む か しか ら呼 ばれて きたあの心性 にこれ を関係 づ

ける こと はで きないだろ うか。 自然現象 は どのよ うなばあいにで も真空の出現 に反対す るよう
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に、 あるい は真空の存在 を否 定す るよ うに、進行す るという、西洋で古 くか らいわれて きた考

えである。 これ はボー トの進行 の説 明か ら トリチェ リの真空実験 にまでそ ういう解釈 は適 用 さ

れて きた といわれた し、 さ らにこれを拡張 して、西洋絵画 における余 白が一っ もないよう画面

を絵 の具 で埋 めてゆ くあの強迫的な までの心性 にっ なげる こともできるで あろう。が、 この真

空恐怖 とい う心性、 さ らに尖端、広場、閉所、不潔、赤面 などを恐怖す る心性 とな らべて考察

す ることはで きな いだ ろうか。生活時間をいっ も何 か意味 ある ことで満 た して おか ないと不安

にか られ るよ うな心性 と してで ある。

このよ うな意味か らす ると、 マ ックス ・ヴェーバー も引いていたあのベ ンジャ ミン ・フ ラン

ク リンのい う 「タイム ・イズ ・マネー」の エー トスもなかなか興 味深 い ものにみえて くる。 そ

こで この、時 間の感覚 と価値 の感覚 とを近代的なかたちでむすびっ けた ともいえる この心性 に

っ いて、つ ぎに見 てお こう。

2

ヴ ェーバ ーが 「倫理 的な色彩 を帯 びた生活原則」 と しての 「資本主義の 〈精神〉」をそ こに

読 み とった フランク リンの ことば とは、 こうい うもので ある。

時間 は貨幣だ とい うことを忘 れてはいけない。一 日の労働で一〇 シ リング儲 け られ るの

に、外 出 した り、 室内で怠 けていて半 日を過 ごす とす れば、娯楽や懶惰 のためにはたとえ

六 ペ ンス しか支払 っていない と して も、 それを勘定 に入 れるだけで はいけない。 ほん と う

は、 そ のほか に五 シ リングの貨 幣を支払 ってい るか、 む しろ捨 てているのだ。

信用 は貨幣だ ということを忘れて はい けない。 だれかが、支払 い期 日が過 ぎてか らの期

間中 にそれでで きるもの を彼か ら与え られた ことにな る。 もし大 きい信用 を十分 に利用 し

た とす れば、 それは少 なか らぬ額 に達す るだ ろう。

貨幣 は繁殖 し子 を生 む ものだということを忘れて はい けな い。貨 幣 は貨 幣を生 む ことが

で き、 またその生 まれ た貨幣 は一層多 くの貨幣を生 む ことがで き、 さらに次 々 に同 じこと

がお こなわれる。五 シ リングを運用す ると六 シ リングとなり、 さ らにそれを運 用す ると七

シ リング三 ペ ンス とな り、 そのよ うに してつ いには一〇〇 ポ ン ドにもなる。貨幣の額が多

ければ多い ほど、運用 ごとに生 まれる貨幣 は多 くな り、利益 の増大 はます ます速 くなって

い くo… …

(『プ ロテス タンテ ィズムの倫理 と資本主義 の精神』大塚久雄訳 よ り)

M・ ヴ ェーバ ーが ここに読 み とったの は、 「自分の資本を増加 させ るこ とを 自己 目的 と考 え

るのが各人 の義務だ とい う思想」であ る。 たえず価値 を増殖 させねばな らないという強迫観念、

あ るいは さ らに一般化 して解釈す ることが許 され るとすれば、 いっ も何 か意 味のあ ることを し

なければな らないとい う強迫観念の ことであ る。

こうい うイ ンダス トリー(勤 勉 ・勤労)の 精神 は、 フランクリンよりもさらに古 く、ジ ョン ・

ロ ックもまた称揚 して いた もので あって、 ロ ックはかの 『統治二論』 において も、 イ ンダス ト
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リーとい うことを浪費の禁 止 とワ ンセ ッ トで強 く推奨 して いた。 たとえば ロックは物件 を め ぐ

る個人 の所有権 に三っの厳 重な制限 を加 えて いるが、 その うち もっとも重要 な制 限 は、 ひとは

腐敗 させ るなど してその価 値を滅失 させず に使用で きるものだ けを所有す る権利 を もっ という

もので ある。そ して この制 限 にっ いて次 の ように述 べ る。 「じぶ んの正当 な所有 権 の限界 を超

え たか どうか は、 その財産 の大 きさによるので はな く、何 かがそ こで無益 に滅失 させ られたか

どうか による」 とい うのであ る。 この制 限条件が主 と して ターゲ ットにしているのは備蓄家 で

はな く浪 費家であ り、浪費 の防止 こそが ここで は説 かれて いるといわれ る。

ロックとともに、労働 は、 たんに所有 にた いす る最終 的な権利根拠 をのみな らず、 それを超

えて 「価 値ない しは富 の源泉」 を意 味す るようにな った といわれ る。 「世界 を人 間 に共 有 の も

の として与 えた神 は、 同時 に、生活上 の最大 の利益 と便宜 とに資 す るよ うにそれを利用すべ く、

人 間に理性 を与 えたのであ る」 とか、「あ らゆるもの に価値 の差異を生 じさせ るの は ほか な ら

ぬ労働 であ る」 といわれるよ うに、財 はっ ねに増大す べ き動態 的な ものとされ、そ う したよ り

多 くの価値 ない しは富 を生 みだす もの として労働 が称揚 されてい るのである。ロックにおいて、

よ り多 くの価値 ない しは富 といわれる ときのその多 さ ・豊か さ(plenty)に っ いて、 レオ ・シュ

トラウス は次 のよ うに解釈 している。「真 の豊か さは、 個人がみずか ら使 用 しうる限度以 上 に

専有す るための誘因 を もたなければ、生み だされは しないだろ う。勤勉で合理的な人たちで さ

え、彼 らの所有欲(amorhabendi)が 、 それ自体 と して有用 な もの、 た とえば肥 沃 な土 地 や

役立っ動物、 それ に便利 な家屋 のよ うな もの以外 の、他 の対象 を もちえないか ぎり、初 期の人

間 を特徴づ けたあの活気 のない怠惰へ と逆戻 りす るで あろ う。……真の豊か さを生 みだす労働

へ と向か わせ る誘因 は、獲得欲 使用 しうるよ り以上の ものを もとうとす る欲求 であ り
、 こ

れ は貨幣 の発明 によって存在 しは じめるので ある」、 と。

そ して ここにお いて、神 によって与え られ た この身体の作業をつ うじて新 しい価値 と富 とを

創造すべ く命 じられて いるとい う要請、っ ま り 「怠惰で無分別」(lazyandinconsiderate)で

あ るので はな く、「合理 的で勤勉」(rationalandindustrious)で あれ とい う要請が、「勤労 」

(industry)の 精 神、 ヴェーバーが指摘 したあの資本主義 のエー トスと しての 「勤労 」 の精神

へ と転位す るので ある。 合理性 と勤勉 はこ うして能率性 と累進性へ と収斂 してゆ く
。 そ してそ

の 「勤労度 の差」(differentdegreesofindustry)に よ って各人 の財 の不釣 りあい も生 じて く

るのであ るか ら、結果 と して所有量の不平 等 も是 認 され ることにな る。 そ してそ うい う個人 的

所 有を、 維持 ・保存す るので はな く、む しろみずか ら無制限に増大 させる権利 を獲得 し、 たが

い に保全 しあうため にこそ社会 は存在すべ きであ ると、 ロ ックは考 えたのだ った。

こうい う心的工一 トスが、人間の活動 はたえず価値 を生産 しなければな らない、 それ もっね

によ り多 く、 より速やかに、っ まりはよ り効率的に(!)、 と いう強迫観念 を生 みだ して くる。

ここではわた したちの 日々の行為が、何 らかの価値 を生産 す る活動 として規定 され、 その合理

性 が効率 性を基準 と して規 定 され る。 この論理 が、 わた したちがっ ぎに述べ るような 〈前 のめ

り〉 の時間意識 と強 く結 びっ くとき、 あの 「時間は貨 幣であ る」 とい う言葉が もっ 「道徳 的訓

戒」 としての含 みがあ らわにな るのであ り、 時間を無駄 に使用 する ことを一っの損失 と して意

識 させる ような一種 強迫 的な心性 が発生 す るわけである。時 間の空 白は埋 められねばならない、
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しか も意味 と価値 のあ るもの によって、 とい う、西欧社会(と りわ け物理学や絵画の世界)に

かっ て根深 くあった 《真空恐怖》 にも擬 せ られ るよ うな神経症的 な意識が、生みだ され る こと

にな るので ある。

わた した ちの手 帳の スケジュール表 はたぶん、 その もっとも象徴的 な戯画 であろ う。手帳 の

不安、 それを引 き起 こすの はスケ ジュール表 のなかの空 白部分 である。埋 め られて いない空所

を一 っ一 っ埋めて い くことで、わた したちの こころ は落 ちっいてい く。忙 しくなることがわか っ

ていて も、 ぎりぎりまです きまを埋 めてい くのであ る。 ペー ジを黒 く埋 める ことで安心す るの

であ る。 が、 スケジュールが詰 まってい るとい うことを、多 くのひ とは、他人 に認知 され、他

人 に必要 とされて いることと勘 ちが い してい る。 だか ら、 い くら空 白を埋 めて も、不安 は消 え

ない。 とい うのも、 いっ仕事が途切れ、 空白がで きるかわか らないか らであ る。 だか らい くら

予定 が詰 ま って きて も、 じぶんか ら減 らすの はこわ い。 まさに 《真空恐怖》 に も擬せ られ うる

空 白への恐 れで ある。分厚 い ビジネス手 帳が、 わた したちの こころを癒 すのである。あるいは、

母親 が作 る児童 のための時間割。そ こに浸透 してい る神経症 的意識 が、子 どもたちを囲い込む。

っいで にい えば、 これ は、平地だ けで はな く、 どんな急、な斜面 であ って も、 た とえわずかで も

田畑 に作 り変 える可能性 のあるところは耕 す、 しか も憑かれたよ うに きちん と矩形 に、 という、

あの農耕社 会 の執着気質 にどこか結 びっ けて考え ることもで きるか もしれない。

予 定がい っぱいでふ さが って いること、っ まり多忙(busyness)が 、 仕事 や商売、事業 とい

う意味で の ビジネス(business)の ひ とっ の本質で ある。busyと は もと もと 「手 がふ さが っ

て いる」 とい う意 味で、 ドイ ッ語 で も、予定が いっぱい詰 まって いて暇 が ない状態 をbesetzt

(ふ さが ってい る)と い う。 わた したちは 「ゆ とり」 の必要 を主張す る とき にす ら、 それ を事

業企画 にす る ことをまず考 え、 そのたあの企画文書 を必死で作成す るという哀 しい性 に、 とこ

とん浸食 されている ことは言 うをまたない。

さて、 こ うした 〈イ ンダス トリー〉や 〈ビジネス〉 の感覚 をっ らぬ いて いる一っの時間感覚

が ある。 そ れをわた したちは 〈前 のめ り〉 の時間意識、 あるいはプロスペクティヴ 〔前望的〕

な時間感覚 と名づ けてみたい。 プロスペクテ ィヴ(prospective)と い うことばは、prospicere

〔前 方を見 る〕 とい うラテ ン語 の動 詞 か ら派 生 した ものだ。 このprospicereは 、proと い う

「前方」 を表 わす接頭辞 と、specereと い う 「視 る」 を意味す る動詞 との合成語で ある。proと

い うことばで表示 される この 〈前 のめ り〉 の時間意識 は、近代 の社会経営 をめ ぐるさまざまの

場面 に浸透 してい るものであ って、 た とえば近代 の歴史観 に とって本質的 な意義 を もってい る

「進歩」(progress)と い う観念 や、産業資本主義 におけ る 「起業」(project)と い う観 念、 さ

らには企業計画 や計画経済 におけ る 「プ ログラム」(programme)と い う観念な どとい うふ う

に、 この接頭辞 はひ じょうに多角 的に もちい られてい る。 とともに、近代社会 を生 きる人 び と

の生活意識 をひ じょうに深 い部分 にまで規定 してきたエー トスで もある。

proと い うことばで表わ され る この 〈前の め り〉 のか まえを、わた した ちの時間意識 の なか

か らもう少 し細 か く取 りだ してみ るな らば、 それはまず第一 に、 《進歩》 とい う理念 のなか に

象徴 的に現 われてい る啓 蒙主義的な発想 と不可分 であ る。 それは、知識 の増大、真理への接近、

合理性 の開花、道徳 性の向上生産力の拡大、貧 困か らの解放 とい うふ うに、 さまざまの文 明的
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価値が人 間の歴史のなかで累進 的に増大 して い くという時代 感情、 っ まりは、 よ り良 い未来 に

向 けてい ま前進 しっっあ るとい う歴史感覚 と、深 くかかわ るものであ る。 ちなみに、 《進歩》

を意味す る英語 のプ ログレス(progress)は 「前 に(pro)+進 む(gradior)」 と い う ラテ ン

語の動詞 か ら派生 した ことばである。 この 《進歩》 は、1970年 の 大阪 万博 の メイ ン ・テ ーマ

「人類 の進歩 と調和」 まで、近代 という時代 の一貫 したスローガ ンで ありっづ けてきたのであ っ

て、事実、 《進歩》 は 「文 明開花」 や 「近 代化」 とい う観念 の下敷 きに もなっている。

こうした 〈前 のめ り〉 の時間意識 は、第二 に、 《プ ロジェ ク ト》 とい う観念 と結 びっ いて い

る。projectは 、 ラテン語 のpro-icere、 つ ま り 「前 に+投 げ る(iacere)」 と い う動詞か らきて

い ることばである。 と ころで資本主義的 な企業 は、 このプロ ジェク ト(起 業)と ともにもう一

っのpro一 にかかわ る。 《プ ロ ミス》 であ る。 「約束」(promise)と い うのは、 ラテ ン語 のpro-

mittere、 っ ま り、「前 に+送 る(mittere)」 とい う動詞か らきて いることばで ある。約束 手形

とい うのは、 まさに決済が将来 に先送 りされる手形 のことだ。 これ は一方で、たえず次 の課題

へ と欲望 を駆 りたてる企業 のメカニズムであ り、未来 の決済 を前提 に現在の取引がお こなわれ

る資本主義社会 の論理 であるとともに、他方 で、個人 の同一性 とその正当性の根拠 は個人 の出

自で はな く、彼が将来 に何 をな し、何を達成す るか にかか って いるという近代 の市民社会 の論

理で あ り、市民的 自由の論理で もある。 そのよ うに企業 にお いて も個人 において も未来 にお け

る決済(プ ロジェク トの実現や利益 の回収)を 前提 にいまの行動 を決 め るとい う意味で は、 ひ

とに 〈前 のあり〉 の未来志向の姿勢 を と らせ る。っ まりプログラムをたえず未来 に向けて投企

させ るわ けで ある。

そ こで第三 に、 そういう 《プロジェク ト》 の物語を反転 す ると、他人 に、 あるいは社会 に、

遅れて はな らないという、 わた したちを恒 常的 におそ う強迫 的な意識 にな る。他人 よ りも劣 る

こと、遅 れ ることを、致命 的な傷 と感 じ、 自己のアイデ ンテ ィテ ィの消失 と感 じるか らである。

そ してよ り速 くと、 ます ます焦 る。少 し遅 れ ただ けで も、 ひ どく不安 にな る。 これ は、人間 の

活動 とい うもの は価値 を生 みだすべ きもので あるか ら、 よ り多 くの ものをよ り速 く、 よ り効率

的 に産 出 して いかねばな らない とい う、資 本主義 のエー トスの基底 にある思考法で あり、ベ ン

ジャ ミン ・フランク リンが強調 していた ように、 たんに価値 を生 みだす だけで な く、 より生産

的な未来 に備え るとい う、 目的性 のあ る生 産を しなければな らない とい う思考で ある。その フ

ランク リンが述 べ、近代社会 の標語 のよ うにな った ことばに 「時間 は貨幣で ある」があ るが、

ここに、 未来 に価値 を生 みだす ものを こそ作 らねばな らない、生産性が累進的 に増大 して いか

なければな らない とい う、 そ うい う ドライ ヴを育 む資本主義 のエー トスが象徴的 に含み込 まれ

ている ことを指摘 したのが、先 に もふ れた 『プロテス タンテ ィズムの倫理 と資本主義 の精 神』

における ヴェーバーだ った。 そのエー トス とは、何 もしないで時間 を空虚 に してお くこと、 無

為 に時間 を消費 して しま うことを損失 として考 え る、 そ うい う感覚 の ことで ある。

さて、第 四に、決済 を未来 に先送 りす る思考法 の変奏 と して、 いわ ゆる 「青い鳥」幻想 を挙

げる こと もで きるだろ う。 ここにあるのは、 じぶんは未だ本来の じぶん に完全にな りきってい

ないとい う感覚 であ り、現在 な らば 「〈わた し〉探 しゲーム」 とで もいうのだろ うか、要 す る

に 「こ うすれば じぶんは もっと じぶん らしくなれるん じゃな いか」 という、 じぶんをっねに本
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来 の 「自己」 にいた る途上 にあ るもの として意識 する心的 メカニズムで あ り、そ ういうかた ち

で じっは欲望 を どん どん再生産 してい く装置 であ る。 じぶん の存在が ひど くたよ りな く感 じら

れる とき、 ひとはそ ういう不安 をか き消 そ うとして、 もっとじぶんが じぶん らしくい られ る場

所 がないか と夢み は じめる。 別の ところへ行 けば もっとちが った じぶん になれ る、 ここで は不

可能 な幸福 に出会え るという幻想を追 い はじめ るのであ る。前世紀 か ら今世紀 のは じめにか け

て、 た とえば ボー ドレールの散文詩 「この世 の外 な らどこへで も」(『パ リの憂鬱 』)が 、 カ ー

ル ・ブッセ の詩や メーテル リンクの戯 曲 『青 い鳥」 が、 こうした幻想 を象徴的 に描 きだ した。

そ して現代 で は、 この幻想が 「じぶん ら しさ」 とか 「ほん とうの じぶん」、 あ るい は 「個 性的

な ライ フス タイル」 などといった標語 とな って、華 やかな コマー シャ リズムの世界か らわた し

たちの不安 な こころに語 りか けて いる。 ここで はひとっ、 ボー ドレールの詩 を引いてお こう。

この人生 は一 の病院で あ り、 そこで は各々の病人が、 ただ絶 えず寝 台を代 えたい と願 っ

てい る。 ある者 はせ めて暖炉 の前へ行 きたいと思 い、 あ る者 は窓 の傍 へ行 けば病気 が治 る

と信 じている。

私 には、今私 が居 ない場所 に於て、私が常 に幸福で あるように思 われ る。従 って移住 の

問題 は、絶 えず私 が私 の魂 と討議 して いる、問題 の一っで ある。

「私の魂 よ、答 えて くれ、憐 れな冷 たい私 の魂 よ、 リスボ ンヌへ行 って住めば どうで あろ

う?あ そ こは きっと暖 かだか ら、 お前 も蜥蜴 のように元気を恢復するだろう……(中 略)」

私 の魂 は答 えない。

「お前 は、運動 す るものを眺 めなが ら休息す るのが、 それほど好 きな性分だか ら、和 蘭へ

行 って あの至福 の土地 に住 みた くはないか?… …(中 略)」

私 の魂 は黙 ってい る。

「バ タ ビアの方 が更 にお前 の気 に入 るだろ うか?あ そ こでは、熱帯地方 の美 と融合 した、

欧羅 巴の精 神が見 られ るだろ うが。」

一言 も答えな い
。 私 の魂 は死 んだのだろ うか?

「それで はお前 は、 もはや苦悩 の中で しか、楽 しみを覚 えないまでに鈍麻 して しまったの

か?も しそ うな ら、 いっそそれで は、死 の相似 の国に向 って逃 げだそ う……。憐 れな魂

よ!私 が総て を準備 しよう。 ボル ネオへ旅 立っべ く、我 らは行李 を纏 めよ う。 そ してな

お遠 くへ、バ ルチ ックの尖端へ赴 こう、 更 になお遠 くへ、 出来 るな ら、人生 か ら遠 ざか っ

て、我 らは極地へ赴 こ う。……(中 略)」

終 い に私 の魂が声 を放 ち、 いみ じくも私 にむか って こう叫んだ、「ど こで もいい、 ど こ

で もい い……、 ただ、 この世界 の外で さえ あるな らば!」

(三 好達治訳 『巴里の憂鬱』 より)

そ して最 後 に、前望的 な時間感覚 は、「新 しい ものはみなよい」(omnianovaplacet)と い

うネオマニ ーの感覚 に もっ なが って いる。欲望 の対象 をたえず交替 させ ることで欲望 その もの

を たえず再生産 してゆ く、 そ うい う意味装置 に対応す るよ うな感覚で あ って、 これ はあ らゆる
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ものを商品化 し、それに 「新 しい」という様態(モ ー ド)を 付与 していくファッションのいわ

ゆる 「現在主義」とも深 く連係 している。ファッションにおいては、最終的には前のシーズン

と異なるというただそのことだけが重要であって、そこか らロラン・バル トは、モー ドとは

「無秩序に変えられるためにある秩序」だとか 「意味をけっして定着させ ることな しに しか も

維持 していく機械」 と規定 したのだし、 さらには、「モー ドはこうして、 〈みずか らせ っか く

豪奢にっくり上げた意味を裏切 ることを唯一の目的とする意味体系〉 という贅沢な逆説をたく

らむのだ」 という、 きわあてアイロニカルなことばを残 したのであった。ちなみに リトアニア

の町、ケーニヒルブルクから生涯一度 も外へ出ようとしなかった18世 紀の哲学者、 イマニュ

エル ・カントも、流行のエッセンスが 「新奇 さの魅力」にあることを見抜いていた。

4

さて、 こういう 〈前のめり〉という意識をかりたてるためには、ひとはまず来るべき未来と

そこか ら離れっっある現在とを、あざやかに対比する必要がある。とともに現在が現在か らあ

ざやかに離脱するためには、過去とはっきりと断絶 していることの確認も必要であろう。それ

によってはじめて、わた したちの意識 は現在という時間の 「際」 に集中するようになるからで

ある。「いま」 というものを先鋭化する感受性をもし現在主義とよぶならば、 そうい う現在主

義をもっともきらびやかに煽るのが、高度消費社会の心的装置、っまりはモー ドという現象で

あろう。ゲオルク・ジンメルによれば、モードこそ、「来ること」 と 「行 くこと」との、「発端」

と 「終焉」 との差異をできるかぎり際だたせる分け目の点、そこに現在という時があり、何か

が終わり代わって何かが始まるという、そういう境界 としての瞬間にいまいるという感情を、

もっとも強力に煽るものなのである。それが現在を、時間の 「際」として浮き立たせるのは、

そこで何かが終わり、別の何かが始まるという意識を喚起することによってである。現在 とい

う時点が、始点と終点、発端と結末とを もっ 「強い」物語を背負っているふりをすることによっ

てである。

近代の生の特殊な 「性急な」 テンポは、生の質的内容の急速な交替への憧憬ばかりでは

な く、発端と終焉、来ることと行 くことという限界の形式上の刺激の強さをも語っている。

このような形式のもっとも簡潔なものにおいては、流行は、一般的な普及への傾向と、ほ

かならぬその普及がもたらすその意味の消滅とのあいだの蕩揺によって、限界の独特な魅

力、同時的な発端 と終焉の魅力、新奇 さの魅力と同時にその儚 さの魅力をもっのである。

流行の狙いとするところは存在か非在かではな くて、同時に存在であり非在であることで

ある。流行 はっねに過去 と現在の分水嶺に立 ち、そうすることによって、流行が栄えてい

るか ぎりは、他の現象には稀にしかないほどに、強烈な現在の感情をあたえる。

過去か らきっぱり切断 される 「分水嶺」 としての現在に対 し向けられる鮮やかな感情、 この

感情はおそらく、現在を過去の連続がここで断ち切れるぎりぎりの瞬間として捉える歴史意識

と無関係ではない。 これを裏返 していえば、前のめりの 「いま」がつねにフロント(最 前線)
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と して現象 す るとい うことであ る。政治 にっ いて と同様、 ファッションにっいての前衛(ア ヴァ

ンギ ャル ド)が いわれ るゆえんであ る。

このよ うに して、生活 にたいす るわた したちのかまえは、総体 として前方を向 いて いる。経

済 や科学 も、政治意識 や生活世 界 にお ける道徳 的感受性(エ ー トス)も 、 そ して メディアが流

通 させ るフ ァッシ ョン ・イメージも、未来 のは じまりとしての現在 の意識、proと い う 〈前 の

め り〉 の意 識 に深 く浸透 されて いるので ある。 そ して この全過程 は、労働 につ いて のわ た した

ちの近代 的 な理解 の しか た、労苦 と して の仕事の とらえかた と深 く結 びっ いて、社会 にあまね 』

く定着 して いたので あった。

5

わ た した ちの労働 の場 に深 く深 くしみ込ん だイ ンダス トリーの精 神、 それが含 み もつ病理 に

っ いて、わ た したちは時間感覚 とい う視点か ら分析 して きたわ けだが、稿 を閉 じるにあたって、

もう一点、現代 の労働 がおかれているアイロニカルな状況 と して どう して も指摘 してお きた い

問題が ある。 それは、 こんどは時間 ではな く、空間 という次元 をめ ぐる問題 で ある。

労働 の近代化過程 は、家庭 内でなされるべ きことが らを家庭外へ どん どん押 しだ して きた。

炊事 は外食 産業 へ、洗濯 は ク リーニ ング業 へ、 出産 ・死亡 と病人 の世話 は病院 に、糞尿処理 は

衛生局 に、 家庭学 習 は塾 や予備校 に…… とい った ぐあいにで ある。 そこで一っ の例 と して調理

とい う場面 を とりあげ るな らぼ、 この調理 とい うい となみにいま、奇妙 な ことが起 こっている。

独身 のひ とたち にか ぎらず、料理 を しないひ とが増 えてきた とい うのは、正確 な数字情報 は

もっていな いけれ ども、 コ ンビニエ ンス ・ス トアやデパー トの地下 の食料品売 り場、 あるいは

夜 の居酒屋 などの風景を見 るか ぎり、 どうもた しかな事実 のよ うであ る。昼休 み ともなる と、

みずか ら調 理 したお弁当を開 けるひ とはさ らに少な くな る。 ほとん どのひ とが社員食堂 に行 く

か、 ほっか ほか弁当 を買 いに行 く。パ ンや スナ ック菓子 ですませ るひ とも少 な くない。

他方 で、 テ レビをっ けれ ば、朝か ら晩おそ くまで、料理番組 や グル メ番組 がず らっと並 んで

い る。 ワイ ドショーが め じろ押 しの 「主婦」 の時間帯 には、料理番組が もともと多い。 が、最

近 は 「料理 の鉄人」や 「チ ューボーです」の ように、深夜11時 を まわ ってか らの、それもたっ

ぷ り時間を とった番組 が増 えている。料理 の レシピーを伝え るというよ り、 あき らか にゲ ーム

感覚の シ ョー とい ったかん じである。 それに、ふ だん とて も手 に入 らないよ うな食材を使 って

いる。っ ま り視聴者 があ とで作 るであろ うことは計算 に入 って いない。 そ して それで番組が な

りた って い るとい うことだ。

作 らない ということは、食事 の調理過程 を外部 に委託す る とい うことだ。調理 を家 の外 にだ

す とい うこと、 その ことの意 味 は想像以上 に大 きいよ うにお もう。 た しかに、 むか しは調理 も

公共 の場 で、 たとえば露地 の共同炊事場 でお こなわれ ることが多 か った。 それ は戦後 の20年

く らいまで はふっ うの光景 だ った。 その後料理 の仕事 は 「マイホーム」 に内部化 されたのだが、

現在 ふたた びその過程が、わ た した ちか らは見えない場所 に移動 させ られっっある。それ はちょ

うど、 かって排泄が野外や共同便所で なされ、汲み取 りもわた したちの面前 でな されていたの

に、下水道 の完備 とと もに排泄物処理が見え ない過 程 にな ったの と同 じことであ る。
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先 にも少 しふれたよ うに、 それ とほぼ並行 して、病人 の世話 が病院へ と外部化 された。 出産

や死 とい う、人生 で もっともの っぴきな らない瞬 間 も家庭 の外 へ と去 った。家で母親 の うめき

声 を聴 くことも、赤 ち ゃんの噴 きだす よ うな泣 き声 も聴 くことはな くなって しまった。 いや、

じぶんの身体 でさえ、 もはや じぶんで コ ン トロールで きず、体調がす ぐれな いときには、す ぐ

に医院 にかけっ ける しまっ だ。 自己治癒 、相互治療 の能力 はほぼ枯渇 した。 その点 で、 身体 は

もはや じぶん の もので はない。

誕生や病 いや死 は、人間が有限でかっ無 力 な存在で あることを思 い知 らされ る出来事である。

おな じように排 泄 も、 じぶんが ほかな らぬ 自然の一 メ ンバ ーであ ることが思 い知 らされ るい と

なみで ある。 そ ういう出来事、 そ うい ういとなみが、 「戦後」 とい う社会 のな かで次 々 に外部

化 して いった。 そ して家庭 内にの こされたそ うい う種類 の最後 のい となみが、調理 だ った。 ひ

とは調理 の過程 で、 じぶんが生 きるために他 のいのちを破壊 せざ るをえないとい うこと、 その

ときその生 き物 は渾身 の力 をふ りしぼ って抗 うとい うことを、身 を もって学んだ。そ して じぶ

ん もまたそ うい う生 き物 の一っ で しか ない とい うことも。 そ うい う体験 の場所が いま じわ りじ

わ りと消 えかけてい る。見 えない場所 に隠 されっっ あ る。 この ことがわた したちの現実感 覚 に

あたえ る影響 は、 け っして少 な くないとお もう。

調理 の過程が 自然 との接触 の もっとも基本的 な場面 だ とした ら、 ボランテ ィア とい う、 他の

人間 との ごく基本的 なかかわ りの場面で、 調理 とい う仕事 のシ ンプルな リアイテ ィをあ らため

て再発見す るひと も増えて いるようにお もわれ る。 しか しこの ことは、現在 の社会 のなかで
、

家事 とい う無償の労働 のなか に も、勤務 という有償の労働のなかに も、 〈仕事〉 の もっと もポ

ジテ ィヴな面が確認 しに くくな っている とい う事実を こそ意味 しているのではないだろ うか。

働 くことその ことが、 ひとび とに もっとも深い充足感 をあたえるよ うな生活 のあ りか たとい う

ものを、「戦後」 も50年 を過 ぎたいま、 あ らためて構想 しなおす必要が あ りそ うだ。

※ 本稿は、本研究会の進行過程とほぼ並行 して執筆 した拙論 「だれのための仕事一 労働VS余 暇 を

超えて」(岩 波書店 ・21世 紀問題群ブックス9)、 な らびに 「外部化された料理一 〈働 く〉 ことの意

味をいま問いなおす」(「公明新聞」1996年4月27日 、30日)の 記述と、一部重なっていることをお

ことわりいたします。
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